
町田・安心して暮らせるまちづくりプロジェクト特集2 2019．2．1

この特集号は、１２万５５０１部作成し、１部あたりの単価は５円となります（職員人件費を含みます）。

　脳卒中や骨折など、病気やけがは誰でも突然起こる可能性があり、それをきっかけに在宅療養が始まることがあります。その時にど
んなサポートを受けられるのか、知っておくことはとても大切です。今回は、町田・安心して暮らせるまちづくりプロジェクト（通称：町
プロ）推進協議会メンバーで、日々医療や介護に携わっている専門職の皆さんに座談会形式で在宅療養に関するお話を伺いました。

【斎藤（美）氏】（司会）　病気やけがで入院し、いざ退院となったとき、
患者本人やその家族は自宅での生活に不安を感じると思います。実
際に皆さんはどのようにサポートされているのでしょうか。
【五十子氏】（医師）　病院では、患者本
人が入院した直後から、退院して自宅
に戻るための調整を始めます。病院に
いる相談員が中心となって、本人とそ
の家族だけでなく、地域の医療関係者
や介護関係者と連携を進めています。
例えば、かかりつけ医や訪問看護師、ケ
アマネジャーなどと話し合い、今後の
在宅療養の進め方を共有し、介護保険
の申請の支援などを行います。
【齋藤（秀）氏】（ケアマネジャー）　私た

ちケアマネジャーは患者本人が退院後
の心身の状態に合ったサービスが受け
られるように、住宅の改修や福祉用具、
ヘルパーの導入準備など、自宅で生活
ができる環境を整えていきます。その
際、医療的な面については、かかりつけ
医と連携して進め、自宅で生活できる
ようにしていきます。
【川村氏】（医師）　かかりつけ医は、入
院先の医師から情報をもらい、患者さ
んが自宅に戻っても、継続して健康に
関する相談や対応をします。通えなく

なった患者さんには、往診や訪問診療
を行うこともできます。また、退院後に
病状が急変することもありますので、
必要時には入院ができるように地域の
病院と連携をとっています。
【五十子氏】　そうですね、私たち病院
側も常時受け入れ可能な態勢にしてい
ます。
【齋藤（秀）氏】　準備をしていても、病
院から自宅に生活の場が変わることに
より、問題が起こることもあります。例
えば、薬が多くて飲み忘れが増えたり、

入れ歯が合わず硬いものが噛めなくな
ったり。そのような場合には、かかりつ
け医と相談しながら、訪問薬剤師や歯
科医師とも連携を図りますよ。
【高橋氏】（薬剤師）　訪問薬剤師はかか
りつけ医と連携し、患者さんの生活に
合った薬の服用を管理しています。処
方された薬を自宅へ届けたり、複数の
病気を抱えた方に対して、薬を飲みや
すくしたりしています。

【奥主氏】（歯科医師）　在宅療養におけ
る歯科の役割として大事なことは、「日
々の食事をおいしく食べていただく」
ことです。そのためには、噛めない、飲
み込めないなどさまざまなお口のトラ
ブルを解決する必要があります。患者
さんの全身状態に応じた適切な治療に
加え、虫歯や入れ歯など一般的な歯科
診療を自宅で受けることができます。
【川村氏】　在宅療養を始めるときに、
私たち専門職が円滑に支援を行うため
にも、日頃から皆さんがかかりつけ医

をもち、健康に関することについて相
談しておいていただきたいです。
【斎藤（美）氏】　地域の相談窓口である
高齢者支援センターには、働きながら
親を介護している方や、介護者自身が
高齢者だという方からの相談も多く寄
せられます。家族が少なからず負担を
感じることが多いと思いますが……。
【齋藤（秀）氏】　在宅療養生活を続けて
いくには、家族も無理をせずゆとりを
もって介護することが大切です。例えば、短期的に施設に入所するシ
ョートステイや、日中に施設でリハビリ等をして過ごすデイサービ
スなども含め、医療・介護サービスを上手に利用していただければと
思います。
【五十子氏】　医療依存度が高く、介護サービスの利用が難しい方に
は、治療することがなく経過観察だけの方が一時的に入院できる「地
域包括ケア病床」が利用できます。市内の病院にもありますので、ぜ
ひ選択肢の一つとしてお考え下さい。
【斎藤（美）氏】　そうなん
ですね。在宅療養を続け
ていくには、医療・介護サ
ービスを活用していただ
き、介護する家族にとっ
ても安心して暮らせるま
ちづくりを目指したいで
すね。

町田市医師会会長（はやしクリニック院長）　林泉彦氏
　町田市の高齢化率は２６％を超え、
医療や介護の需要が増加することが
見込まれます。住み慣れた町田市と
いう地域で、高齢になっても自分ら
しく安心して暮らし続けられるよう
に、町田市医師会も町プロを通して
活動を進めています。市民の皆さん
には、町田市の在宅医療・介護につい
ての取り組みをご理解いただき、安心していただければ幸いで
す。

高橋克也氏
いずみ薬局管理薬剤師。在宅支
援薬局の薬剤師として在宅訪問
に力を入れる傍ら、町田市薬剤
師会理事として薬についての講
演会などの地域活動を行ってい
る。

川村益彦氏
川村クリニック院長。地域のか
かりつけ医として活躍するとと
もに、町プロの会長を務め、地域
の在宅療養を促進する活動にま
い進している。

奥主嘉彦氏
おくぬし歯科医院院長。訪問診
療に尽力するとともに、町田市
歯科医師会理事を務め、摂食嚥
下（えんげ）について講演会や地
域ケア会議などの地域活動に積
極的に関わっている。

斎藤美和子氏
町田第１高齢者支援センター長。
町プロ議長を務める。齋藤秀和氏

鶴川サナトリウム病院居宅介護
支援事業所所長。町プロ副会長
・町田市ケアマネジャー連絡会
会長を務め、市内のケアマネジ
ャーと多職種の連携を強化する
活動に尽力している。

五十子桂祐氏
町田病院院長。町田市医師会理
事を務め、地域に根ざした医療
を目指し、町田の地域医療の発
展に尽力している。

町プロのシンボルマークを作りました！
　このたび、町プロの取り組みをより多くの方々に知っていただくため、シンボルマ
ークを作成しました。デザインは町プロ推進協議会の構成団体員から募集し、市民を
含む投票の結果、４９５票（全投票数１２０７票）を獲得した町田市高齢者施設部会の森
田桃世さんの作品に決定しました。応募・投票にご協力いただきありがとうございま
した。作成したシンボルマークは、今後広く町プロの広報活動等に使用します。
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